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ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賛
助
費
（
以
下
敬
称
略
）

小
川　

碧　

神
津
房
子　

小
林
貴
久
美

篠
山
淳
子　

吉
羽
康
子　

是
永
き
み
子

松
山
恭
子　

松
川
ゆ
か　

勝
見
ふ
じ
子

平
田
康
子　

村
椿
梢
子　

中
平
多
恵
子

渡
辺
道
子　

西
島　

黎　

大
見
川
昭
子

戸
枝
季
子　

熊
江
雅
子　

中
山
美
津
江

東
山
節
子　

笈
川
光
郎　

笈
川
め
ぐ
み

寺
山
朝
子　

古
西
正
子　

鳥
海
百
合
子

川
西　

薫　

吉
田
紀
子　

渡
辺
千
江
子

船
本
弘
毅　

狩
野
紀
昭　

嶋
崎
紀
代
子

小
島
直
美　

酒
枝
清
子　

勝
山
久
仁
子

笠
置
典
子　

田
中
淑
子　

山
田
小
枝
子

藤
井
初
子　

浜
本
真
理　

赤
石
め
ぐ
み

川
尻
泰
子　

小
原
尚
子　

芳
賀
よ
し
江

鹿
野
幸
枝　

藤
原
玲
子　

倉
方
真
紀
子

堤　

啓
子　

藤
川
玲
子　

島
津
真
知
子

小
峯
祥
子　

角
田　

健　

和
気
ま
こ
と

白
戸
道
子　

立
身
富
子　

岡
野
フ
ミ
子

村
上
啓
子　

山
中
光
子　

野
村
春
江

青
木
恵
子　

浦
和
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

平
和
教
育
資
金　

西
村
栄
子　

五
味
優
子　

森
田
野
百
合

梶
山
順
子　

実
生
律
子　

横
山
由
美
子

函
館
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

新
潟
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

弘

前
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

浜
松
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

世
界
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
総
会
派
遣
募
金

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

世
界
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
総
会
ト
ラ
ベ
ル
フ
ァ
ン
ド

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

国
際
協
力
募
金
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の 

サ
イ
ク
ロ
ン
被
災
者
救
援
」

岩
本
佳
子　

細
川
敦
子　

細
田
美
帆
子

田
中
美
智
子　

門
間
恵
美
子　

大
阪
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ
シ
ャ
ロ
ン
千
里
ケ
ア
ハ
ウ
ス
聖

日
礼
拝
出
席
者
一
同　

仁
木
三
智
子

新
潟
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

札
幌
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

福

島
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

函
館
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

釧
路

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

福
岡
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

横
浜
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ　

呉
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

国
際
協
力
募
金「
ケ
ニ
ア
暴
動
被
害
救
援
」

江
副
史
子　

函
館
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

長
崎
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ　

福
岡
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

平
塚
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ　

甲
府
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

呉
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

国
際
協
力
募
金

福
島
成
子　

平
塚
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

釧
路
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ　

仙
台
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

静
岡
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ　

浦
和
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

長
崎
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ　

福
岡
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

福
島
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

オ
リ
ー
ブ
の
木
募
金

中
川
貞
子　

皆
川
悦
子　

富
岡
美
知
子

中
野　

実　

中
野
幸
恵　

久
野
真
理
子

越
智
澄
夫　

吉
田
道
子　

稲
吉
か
お
り

瀧
本
政
子　

松
本
啓
子　

森
川
恵
美
子

松
野
五
郎　

鈴
木　

梓　

藤
田
美
佐
子

西
口
樹
里　

西
口
彰
人　

上
村
美
穂
子

竹
内
紀
之　

木
村
�
江　

山
口
み
つ
子

鈴
木
典
子　

福
島
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

呉
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ

ク
リ
ス
マ
ス
献
金

赤
�
吉
雄　

吉
川
幸
子　

辻
美
佐
子

田
中
淑
子　

松
沢
教
会
婦
人
会　

千
葉

本
町
教
会　

千
葉
教
会　

鶴
川
北
教
会

阿
佐
ヶ
谷
教
会　

と
わ
の
森
三
愛
高
等

学
校　

福
岡
女
学
院
中
学
校
高
等
学
校

関
東
学
院
中
学
校
高
等
学
校　

活
水
高

等
学
校　

普
連
土
学
園
中
学
校
高
等
学

校
宗
教
委
員
会　

大
阪
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
大
宮

保
育
園　

浜
松
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

呉
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａパ
レ
ス
チ
ナ
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
支
援
募
金

添
野
ふ
み
子　

梶
山
順
子　

釧
路
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ　

浦
和
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

一
般
寄
付　

唐
崎
旬
代

　

甲
府
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
２
０
０
７
年　
１２

月
１
日
に
創
立　

周
年
「
感
謝
の
集

６０

い
」
を
行
い
ま
し
た
。
榎
本
愛
子
初

代
会
長
は
じ
め
、
多
く
の
会
員
が
山

梨
英
和
の
卒
業
生
と
い
う
こ
と
と
、

現
在
中
・
高
校
長
の
薬
袋
洋
子
先
生

が
会
員
と
い
う
こ
と
で
、
同
校
を
会

場
と
し
て
お
借
り
し
ま
し
た
。
第
１

部
礼
拝
は
賛
助
会
員
で
同
校
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
の
横
手
多
佳
子
先
生
が
奏
楽
、

い
つ
も
「
聖
書
の
会
」
担
当
の
田
口

重
彦
先
生
が
「
痛
み
を
負
う
信
仰
」

と
題
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ
て
下
さ

い
ま
し
た
。
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
学

び
共
に
生
き
る
世
界
を
実
現
す
る
」

の
よ
う
に
、
弱
い
者
・
貧
し
い
者
・

痛
み
苦
し
み
を
持
つ
者
に
寄
り
添
い
、

そ
の
痛
み
苦
し
み
を
共
に
負
っ
て
下

さ
っ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
倣
う

生
き
方
が
私
共
に
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
教
え
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
の
甲

府
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
歩
み
に
示
唆
を
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
第
２
部
は
横
手
先
生

の
見
事
な
オ
ル
ガ
ン
演
奏
。
第
３
部

茶
話
会
で
は
実
生
律
子
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
副
会
長
、
松
木
田
博
甲
府
教
会
牧

師
、
山
梨
英
和
中
高
宗
教
主
任
・
大

木
正
人
先
生
、
宮
田
喜
久
代
広
島
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ
会
長
よ
り
お
祝
い
の
ス
ピ
ー

チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宮
田
会
長

は
私
共
が
永
年
原
爆
絵
画
展
を
開
催

し
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
絵
画
展
が
こ
れ
ま

で
続
け
ら
れ
た
理
由
と
目
的
は
左
記

に
よ
る
も
の
で
す
。

１
戦
争
の
悲
惨
さ
・
被
爆
の
恐
ろ
し

さ
・
そ
の
事
実
を
ま
ず
伝
え
る
。

２
そ
こ
か
ら
平
和
の
尊
さ
・
人
間
の

生
命
の
尊
さ
を
感
じ
、
人
々
が
心

を
交
わ
し
助
け
合
い
、
共
に
生
き

る
世
界
の
実
現
に
向
け
て
何
が
出

来
る
か
を
考
え
る
。

３
来
場
者
が
原
爆
絵
画
展
開
催
の
重

要
性
を
認
識
し
継
続
を
促
し
、さ
ら

に
物
心
両
面
で
応
援
し
て
下
さ
る
。

　

こ
の
「
感
謝
の
集
い
」
に
ご
出
席

下
さ
っ
た
甲
府
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
に
寄
せ
て

下
さ
る
熱
い
思
い
と
エ
ー
ル
に
応
え

て
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

甲
府
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
長　

五
味
優
子

　
＊　

周
年
記
念
誌
「
ぶ
ど
う
の
枝
」
発
行
、

６０お
問
い
合
わ
せ
は
甲
府
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
ま
で

　ガザ地区１５０万人の全住民がイスラエルによる封鎖の下にあり、無差別砲撃や繰り

返される違法な暗殺行為に加えて、すべての境界線の封鎖・経済制裁の強化が追い

討ちを掛け、それによる燃料・食糧・医薬品などの供給の制限によって人々の生活を

悲惨な状況に追いこんでいます。今や刻 と々失われる危険にある人命を救うためには、

速やかな介入が必要です。

　パレスチナYWCAは、世界中のすべてのYWCA・国連・欧州委員会（EUの執行

機関）・あらゆる国際人道・人権機関、そして広範な市民団体に、この封鎖解除に向

けた支援を呼びかけます。

　パレスチナYWCAは以下のことを呼びかけます：

１． この封鎖の解除に向けて国連安全保障理事会がアクションをとることを促すように、

あなたの国の政府に強く働きかけてください。

２． あなたの国の政府の代表者に、イスラエルがガザ地区で続けている戦争犯罪の

中止を働きかけるよう文書や電話で呼びかけてください。

３． 包囲されている上に、子どもたちや無防備な人 も々例外なく対象とするイスラエル

による殺戮と戦争犯罪の危険に曝されているガザ地区市民への支援に向けて集

会を開くなど結集してください。

４． あなたの国のメディアに、この非人道的な惨事と続行する戦争犯罪の現実を明ら

かにするように呼びかけてください。

５． 中東で続いている衝突と人権侵害の根本的な要因について会員で学ぶ機会を持

ち続けてください。

６． パレスチナに平和と正義がもたらされるように祈り続けてください。

ガザ地区の罪のない人々の生命を救おう

パレスチナYWCAからの緊急行動の呼びかけ
イスラエルによるガザ地区封鎖を解除させるために

　表題は、２月２日～３日、

国立オリンピック記念青少

年総合センター（東京）で

開催したワークショップ大

会のキャッチフレーズであ

る。熊本・松山・神戸・京

都・名 古 屋・東 京・日 本

YWCAファンドレイジング

委員会やビジョン２０１５委員

会委員の協力を得て開いた１３のワークショップには全国各地から７２名の参

加があった。

　各ワークショップの

ファシリテーターの多く

はYWCAの若手会員で、

地域YWCAでの日常活動

をモチーフにして、持ち

前のタレントを発揮して

実にみごとにワーク

ショップを展開。理科実

験・朗読・移住女性・非「核」・多文化共育・リーダーシップ・ファンドレ

イジング・大きな絵描き・生と性・シナリオづくり…など、ワークショッ

プの切り口はさまざまだが、一人ひとりがかけがえのない存在であること

に気づくとき、そこにエンパワ―が生まれる、自分を愛し他者を愛するこ

とが、平和をつくり出すチカラとなる、というメッセージが各ワーク

ショップに込められていたのではないだろうか。これこそYWCAが提供す

るワークショップである。

　ワークショップ大会は、すご腕ファシリテーター、キムリンこと金香百

合さん（ホリスティック教育実践研究所）＝写真上＝による全参加者対象の

ワークショップでスタートしたが、人間が生きていくためには「からだの

栄養」と「こころの栄養」の二つが大切という金さんのメッセージが１３の

ワークショップすべてにつながったと感じ、企画者の一人としてうれしい。

「女性たちが自分の考えを堂々と発言する姿を初めて見ました」という男性

参加者の感想も飛び出した。

　ビジョン２０１５委員会では、

これら１３のワークショップ

を誰もがファシリテーター

として実践できるように、

その目的と進行方法をまと

めた冊子を作成する。ファ

シリテーターとは、そこに

集う一人ひとりがもつタレ

ントを引き出す者。YWCAの活動のすべての場面で、「あなたがファシリ

テーター」となるために、冊子をぜひ活用していただきたい。発行は４月

を予定。 （日本YWCA職員　西原美香子）
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そ
ん
な
男
に
つ
い
て
行
く
か
ら
や
ん
、
ア
ホ
や
な
あ
、

と
レ
イ
プ
事
件
が
あ
る
と
つ
い
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

し
て
あ
わ
て
て
、
悪
い
の
は
女
性
で
は
な
く
男
性
だ
と
い

う
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
カ
ギ
を
か
け
ず
に
と
め
て

あ
る
自
転
車
を
持
ち
主
に
黙
っ
て
乗
っ
て
行
っ
た
ら
犯
罪

で
あ
る
よ
う
に
、
女
性
が
た
と
え
裸
で
い
た
と
し
て
も
暴

力
を
は
た
ら
い
て
い
い
わ
け
が
な
い
の
で
す
。
で
も
、
性

暴
力
の
と
き
に
は
、
被
害
者
に
暴
力
の
責
任
が
負
わ
さ
れ

が
ち
で
す
。
被
害
者
を
傷
つ
け
、
被
害
者
が
声
を
あ
げ
る

こ
と
を
で
き
な
く
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
加
害
者
は
、
処
罰

を
免
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
連
鎖
を
断
ち
切
ら
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

１
月
末
、
沖
縄
の
高
里
鈴
代
さ
ん
ほ
か　

人
の
女
性
た

２０

ち
と
グ
ア
ム
へ
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

グ
ア
ム
は
、
日
本
占
領
時
代
、
大
宮
島
と
名
前
を
変
え

さ
せ
ら
れ
、
先
住
民
族
チ
ャ
モ
ロ
の
人
た
ち
は
強
制
労
働

に
か
り
だ
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
た
ち
も
、
日
本
や
朝
鮮
半

島
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
女
性
た
ち
と
と
も
に
日
本
軍
の

性
奴
隷
に
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
グ
ア
ム
に
は
、
自
分
が

「
慰
安
婦
」
に
さ
れ
た
と
声
を
あ
げ
た
女
性
は
い
ま
せ
ん
。

家
族
に
も
言
え
ず
一
人
で
苦
痛
を
抱
え
た
ま
ま
チ
ャ
モ
ロ

の
女
性
た
ち
は
亡
く
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ア
ム
で
は
、
米
軍
基
地
と
女
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
公

開
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
高
里
さ
ん
が

言
っ
た
こ
と
は
、
女
性
は
、
軍
隊
に
よ
る
「
安
全
保
障
」

と
い
う
名
の
も
と
に
「
安
全
で
は
な
い
」
状
態
に
お
か
れ

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回
の
米
軍
再
編
で
は
、
い

ま
だ
に
米
国
の
占
領
下
に
あ
る
グ
ア
ム
で
も
、
米
軍
が
増

強
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
米
軍
基
地
の
あ
る
地
域
の

女
性
た
ち
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
米
軍
に
立
ち

向
か
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
軍
隊
に
よ
る
構

造
的
暴
力
に
Ｎ
Ｏ
を
言
う
と
同
時
に
、
彼
女
た
ち
と
と
も

に
女
性
へ
の
暴
力
に
対
し
て
も
声
を
あ
げ
な
く
て
は
い
け

な
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
女
性
が
沈
黙
さ
せ
ら

れ
、
そ
の
声
が
き
か
れ
る
こ
と
の
な
い
と
こ
ろ
で
、
人
と

し
て
の
権
利
が
守
ら
れ
る
わ
け
は
な
い
の
で
す
か
ら
。

（
横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
員
）

倉
戸
ミ
カ

女
性
の
声
が
き
か
れ
る
世
界
に

「南京を考える旅２００７」には、日中から１０代～７０代までの５０余名が参加。

南京では毎夜、日中の参加者がグループに分かれて
ディスカッションを重ねた。

リニューアルされた「侵華日軍南京大虐殺
遭難同胞記念館」広場には「和平」の母
子像がそびえている。

　

２
総
会
期
前
、
中
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
か

ら
の
、「
交
流
を
再
開
し
協
働
の
道

を
探
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
提
案
を

受
け
、
当
時
の
会
長
や
役
員
を
中
心

に
、
中
国
を
訪
問
し
た
の
が
小
さ
な

芽
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
２
０
０
５
年
、

日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

周
年
を
記
念
し
て

１００

行
っ
た
「
ひ
ろ
し
ま
を
考
え
る
旅
」

に
、
中
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
と
韓
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
か
ら
お
招
き
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
も
っ
た
の
が
、
そ
の
芽
に
水
を

注
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

当
時
、
小
泉
首
相
が
靖
国
神
社
へ

参
拝
し
、
中
国
・
韓
国
と
日
本
は
歴

史
認
識
を
め
ぐ
っ
て
政
治
レ
ベ
ル
で

大
変
緊
張
関
係
が
続
い
て
い
た
。
そ

ん
な
中
、
そ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
私
た
ち
市
民
が
直
接
、
加
害
・

被
害
の
歴
史
を
学
び
、
出
会
い
、
信

頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

翌
２
０
０
６
年
夏
に
は
、
全
国
総

会
を
前
に
、
中
国
・
韓
国
・
日
本
の

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が
一
堂
に
会
す
る
「
東
北

ア
ジ
ア
ピ
ー
ス
メ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
広
島
で
開
催
し
、
日
本
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ
か
ら
、
互
い
の
歴
史
を
学
ぶ
機

会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
提

案
し
、
話
し
合
っ
た
。

　

同
年
秋
、
全
国
総
会
の
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
と
し
て
お
招
き
し
た
、 

金
蔚
中
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
総
幹
事
代
行
か

ら
「
南
京
か
ら
ひ
ろ
し
ま
へ
」
と
い

う
旅
の
提
案
が
あ
り
、
私
た
ち
は
拍

手
を
も
っ
て
こ
れ
を
受
け
止
め
、
新

し
い
総
会
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
５

の
一
つ
と
し
て
、「
市
民
レ
ベ
ル
で

東
北
ア
ジ
ア
の
信
頼
関
係
を
築
く
」

こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、

　

年
夏
、
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が
天
津

０７を
、
横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が
上
海
を
訪
れ
、

そ
し
て　

月
に
は
、
中
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

１２

か
ら
の
呼
び
か
け
に
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

が
応
え
、
南
京
を
訪
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

●

　

２
０
０
７
年
は
日
中
戦
争
勃
発　
７０

年
に
あ
た
り
、　

月
は
ま
さ
に
日
本

１２

軍
が
南
京
を
攻
撃
し
た
月
で
あ
る
。

私
た
ち
は
「
ひ
ろ
し
ま
を
考
え
る

旅
」
で
１
９
４
５
年
８
月
の
広
島
の

暑
さ
を
追
体
験
す
る
の
と
同
様
に
、

今
回
の
「
南
京
を
考
え
る
旅
」
で
１

９
３
７
年　

月
の
南
京
の
寒
さ
に
想

１２

い
を
馳
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

南
京
で
は
毎
食
時
、
こ
こ
に
も
お

米
が
あ
り
お
粥
が
あ
り
お
箸
が
あ
っ

て
、
日
本
と
中
国
は
互
い
に
親
し
く

多
く
の
影
響
を
受
け
て
き
た
ん
だ
な

と
改
め
て
実
感
し
た
。
と
同
時
に
、

日
本
の
エ
ゴ
が
中
国
の
民
か
ら
奪
い
、

殺
し
、
罪
を
犯
し
た
事
実
を
目
の
当

た
り
に
し
た
。
こ
の
償
い
は
そ
う
簡

単
に
は
で
き
な
い
。

　

中
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
「
南
京
か

ら
ひ
ろ
し
ま
へ
」
と
い
う
呼
び
か
け

に
は
、「
ひ
ろ
し
ま
」
同
様
に
、
痛

み
と
苦
し
み
の
過
去
の
事
実
を
、
若

い
世
代
に
現
場
で
感
じ
と
り
、
知
り
、

考
え
て
も
ら
い
、
日
中
の
平
和
を
築

く
礎
に
し
た
い
と
い
う
趣
旨
が
あ
る
。

今
回
、
日
中
両
国
か
ら
多
く
の
ユ
ー

ス
が
「
南
京
を
考
え
る
旅
」
に
参
加

し
、
互
い
に
協
議
・
交
流
し
た
意
義

は
大
き
い
。
加
え
て
、　

代
か
ら　

１０

７０

代
ま
で
の
幅
広
い
世
代
の
参
加
が
、

過
去
の
重
み
を
一
層
厳
粛
に
受
け
止

め
さ
せ
て
く
れ
、
日
中
間
・
世
代
間

と
も
に
豊
か
な
実
り
を
与
え
ら
れ
た
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、
世
代
を
繋

い
で
長
い
目
で
日
中
間
の
平
和
の
架

け
橋
と
な
る
よ
う
な
種
を
撒
き
育
て

て
い
き
た
い
。

●

　

一
連
の
過
程
を
経
て
の
こ
の
１
年

の
日
中
間
の
交
流
、
そ
し
て
「
南
京

を
考
え
る
旅
」
実
現
ま
で
の
経
緯
を

顧
み
る
と
き
、
私
は
中
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

の
愛
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
愛

と
あ
が
な
い
、
と
り
な
し
が
な
け
れ

ば
、
共
に
語
り
合
う
こ
と
も
祈
り
合

う
こ
と
も
、
食
す
る
こ
と
も
許
さ
れ

な
い
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
は
、
祈
り
つ
つ
過
去
に
真
摯
に

向
き
合
い
、
近
隣
諸
国
と
の
友
好
的

な
未
来
の
た
め
に
も
憲
法
９
条
を
守

る
こ
と
で
あ
る
。
今
後
も
継
続
し
て

い
い
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
。

日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
副
会
長
・「
南
京
を

考
え
る
旅
２
０
０
７
」
実
行
委
員
長

 

俣
野
尚
子

＊
２
面
に
関
連
記
事
掲
載

ジ
ン
ウ
ェ
イ
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数
年
前
、
中
国
人
の
留
学
生
が

「
天
津
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
と
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
の
懸
け
橋
に
な
り
た
い
」
と
名
古

屋
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

具
体
的
な
形
に
で
き
ず
時
が
過
ぎ
た
。

２
０
０
４
年
秋
、
西
安
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の

落
成
式
で
、
天
津
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
総
幹

事
や
副
理
事
長
と
出
会
い
、
留
学
生

の
こ
と
を
伝
え
、
両
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
交

流
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
、
と
い

う
こ
と
で
別
れ
た
。

　

２
０
０
５
年
春
、
中
国
で
は
小
泉

首
相
の
靖
国
参
拝
問
題
を
き
っ
か
け

に
「
反
日
デ
モ
」
が
起
こ
り
、
日
本

の
メ
デ
ィ
ア
は
デ
モ
隊
の
破
壊
行
為

の
映
像
を
く
り
返
し
放
映
し
、
中
国

の
「
脅
威
」
を
あ
お
っ
た
。
日
中
間

の
脆
さ
・
危
う
さ
を
感
じ
た
幹
部
委

員
会
で
は
、
市
民
レ
ベ
ル
の
顔
と
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
の
重
要
性
を

確
認
し
、
天
津
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
と
の
交
流

を
す
す
め
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

そ
の
年
、
日
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
主
催
の

「
ひ
ろ
し
ま
を
考
え
る
旅
」
に
天
津

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
か
ら
２
名
を
招
待
し
、
と

も
に
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

も
っ
た
。
名
古
屋
で
の
交
流
会
で
は

多
く
の
会
員
が
出
会
い
「
一
衣
帯
水

の
地
・
中
国
」
を
実
感
で
き
る
交
流

の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

昨
年
の
夏
、　

代
か
ら　

代
ま
で

２０

７０

の　

名
は
、
天
津
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
を
訪
問

１６

　
　

年
前
、
日
本
軍
が
南
京
の
街
を

７０
占
領
し
た　

月　

日
に
南
京
の
地
に

１２

１３

足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に
緊
張
し
な

が
ら
、　

代
〜　

代
ま
で
の
日
本
か

１０

７０

ら
の　

名
は
上
海
浦
東
国
際
空
港
に

１９

降
り
立
っ
た
。
し
か
し
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の

旗
を
持
っ
て
出
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た

 
施  
海 
中
国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
幹
事
の
姿
を
見

シ
ー 
ハ
イ

て
緊
張
が
解
け
た
。 
金

蔚
 中
国
Ｙ

ジ
ン
ウ
ェ
イ

Ｗ
Ｃ
Ａ
総
幹
事
代
行
も
北
京
で
行
わ

れ
て
い
る
会
議
を
２
日
間
抜
け
て
空

港
で
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
南
京
ま

で
の　
　

近
い
バ
ス
の
行
程
を
ご
一

４００
km

緒
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
昨
夏
、

「
ひ
ろ
し
ま
を
考
え
る
旅
」
の
参
加

者
で
あ
っ
た 
王
紅 
西
安
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会

ワ
ン
ホ
ン

長
が
開
会
礼
拝
の
た
め
だ
け
に
遠
方

に
も
か
か
わ
ら
ず
南
京
に
来
ら
れ
、

ほ
ん
の
一
時
で
あ
っ
た
が
旅
の
参
加

者
と
再
会
を
喜
び
合
っ
た
。
そ
の
夜
、

南
京
市
宗
教
局
主
催
で
南
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
／
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が
歓
迎
会
を
催
し
て

く
だ
さ
っ
て
、
お
腹
も
心
も
温
ま
り

「
南
京
を
考
え
る
旅
」
が
始
ま
っ
た
。

　

翌
日
、
拡
張
の
た
め
の
建
て
替
え

が
完
成
し
た
侵
華
日
軍
南
京
大
虐
殺

遭
難
同
胞
記
念
館
を
訪
れ
た
。
皆
が

防
寒
具
に
身
を
包
ん
で
い
る
中
、

コ
ー
ト
を
脱
ぎ
、
石
井
摩
耶
子
日
本

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
長
が
献
花
、
俣
野
尚
子

副
会
長
が
祈
り
を
捧
げ
た
＝
写
真
下

＝
。
中
国
語
に
も
訳
さ
れ
た
祈
り
が

終
わ
る
ま
で
ず
っ
と
ス
ー
ツ
姿
だ
っ

た
お
二
人
を
見
て
、
真
摯
な
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
き
た
と
中
国
側
の
参
加

者
か
ら
漏
れ
聞
い
た
。

　

記
念
館
は
す
べ
て
の
展
示
に
中
国

語
・
日
本
語
・
英
語
で
説
明
が
添
え

て
あ
っ
た
。
南
京
大
虐
殺
は
６
週
間

あ
ま
り
続
い
た
こ
と
、
７
歳
か
ら　
７９

歳
の
女
性
が
強
姦
さ
れ
、
そ
れ
は
２

万
件
に
お
よ
ぶ
と
い
う
記
述
や
被
害

の
写
真
・
証
言
の
数
々
・
折
り
重

な
っ
た
遺
骨
の
発
掘
場
所
な
ど
衝
撃

だ
っ
た
が
、
私
が
立
ち
す
く
ん
だ
の

は
、
被
害
に
遭
い
、
亡
く
な
っ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
人
々
の
名
前

が
刻
ま
れ
た
石
壁
だ
っ
た
。
同
姓
の

聞
い
た
り
、
作
成
さ
れ
た
報
告
書
を

読
ん
で
ほ
し
い
。
今
回
行
け
な
か
っ

た
人
は
次
回
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
、
札
幌
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ
が
呼
び
か
け
て
制
作
し
た
ピ
ー

ス
キ
ル
ト
を
南
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
に
贈
っ

た
＝
写
真
左
下
＝
。
キ
ル
ト
を
広
げ

た
と
き
、
両
国
の
参
加
者
か
ら
「
お

お
！
」
と
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
平
和
の

パ
ワ
ー
は
私
た
ち
の
中
に
あ
る
！
」

を
実
感
す
る
旅
で
あ
っ
た
。

　
　
「
南
京
を
考
え
る
旅
２
０
０
７
」

　
　

実
行
委
員 

勝
美
恵

し
、
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
た
。
は
じ

め
に
侵
略
戦
争
に
対
す
る
謝
罪
と
そ

の
あ
か
し
と
し
て
の
平
和
憲
法
を
ま

も
る
活
動
へ
の
決
意
を
伝
え
た
。
皆

さ
ん
か
ら
寛
容
な
こ
こ
ろ
で
受
け
入

れ
ら
れ
、
交
流
の
宴
は
続
い
た
。

　

今
後
に
向
け
て
の
話
し
合
い
で
は
、

天
津
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
か
ら
は
、
中
・
高
校

生
を
対
象
と
し
た
「
環
境
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
交
流
の
提
案
や
女
性
の
た

め
の
相
談
・
支
援
事
業
に
も
関
心
が

示
さ
れ
た
。
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
か
ら

は
「
日
中
の
歴
史
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
青
年
の
交
流
を
提
案
し
た
。
次
回

は
名
古
屋
で
開
催
予
定
で
あ
る
が
、

若
い
人
か
ら
「
日
韓
ユ
ー
ス
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
０
７
」
で
学
ん
だ

ス
キ
ル
を
も
と
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。

　

両
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
青
少
年
た
ち
が
、

テ
ー
マ
に
そ
っ
た
共
同
作
業
を
す
る

こ
と
で
、
信
頼
が
醸
成
さ
れ
、
こ
の

こ
と
が
２
国
間
の
「
歴
史
的
和
解
」

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

永
山
峰
子

　

や
っ
と
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
横

浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
上
海
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
は
「
と
も
に
つ
く
る
未
来
」
の

副
題
の
も
と
に　

年
９
月
２
日
か
ら

０７

７
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
横
浜
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ
か
ら
７
人
、
大
坂
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

か
ら
１
人
、
事
前
学
習
か
ら
お
世
話

に
な
っ
た
大
妻
女
子
大
学
の
石
川
照

子
先
生
と
２
人
の
学
生
さ
ん
、
チ
ラ

シ
を
見
て
参
加
し
て
下
さ
っ
た
男
性

の
総
勢　

人
で
の
５
日
間
で
し
た
。

１２

構
成
メ
ン
バ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ

（
各
年
代
が
揃
っ
た
こ
と
、
男
性
が

参
加
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
）
に
加
え

て
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
、
実
り
多
い
想
い
出
に
残

る
交
流
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

上
海
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
経

営
す
る
ホ
テ
ル
の
中
に
あ
り
、「
車

の
両
輪
の
よ
う
に
」
常
に
助
け
合
い

な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
る
姿
は
印

象
的
で
し
た
。
今
回
の
滞
在
中
も
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ
／
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
一
つ
に
な
っ

て
も
て
な
し
て
下
さ
り
学
ぶ
と
こ
ろ

大
で
し
た
。

　

蘇
州
旅
行
の
１
日
以
外
は
ほ
と
ん

ど
が
学
習
会
・
見
学
に
費
や
さ
れ
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
重
か
っ
た
け
れ
ど
、

平
和
を
目
指
し
て
共
に
よ
り
よ
い
未

来
の
た
め
に
力
を
あ
わ
せ
て
い
く
と

い
う
共
通
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
優
し
さ
と
熱
意
を
戴
い

た
講
師
・
通
訳
の
先
生
方
・
準
備
実

行
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
す
る

と
共
に
、
真
摯
な
態
度
で
臨
ん
だ
メ

ン
バ
ー
の
姿
勢
も
上
海
の
地
に
ひ
と

粒
の
種
を
蒔
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

世
紀
は
と
も
に
幸
せ
な
調
和
の

２１
と
れ
た
地
球
を
め
ざ
す
世
紀
で
す
。

対
立
・
分
断
・
戦
争
に
明
け
暮
れ
た

　

世
紀
に
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
先
輩
が
続

２０け
ら
れ
た
努
力
が
実
り
始
め
て
い
ま

す
。
宿
舎
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ホ
テ
ル
で
は

い
ろ
い
ろ
な
国
の
女
性
た
ち
に
お
会

い
し
ま
し
た
。
現
実
に
絶
望
す
る
こ

と
な
く
大
地
に
根
ざ
し
な
が
ら
平
和

な
地
球
を
め
ざ
し
て
努
力
す
る
仲
間

を
世
界
中
に
持
つ
幸
せ
と
と
も
に
国

際
協
力
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
の
も
う
一
つ
の
収
穫
は
学
生
さ

ん
た
ち
が
し
っ
か
り
と
歴
史
と
向
き

合
い
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て

い
る
姿
で
し
た
。　

年
の
基
盤
の
上

１００

に
立
ち
な
が
ら
今
何
が
大
切
な
の
か

を
し
っ
か
り
と
見
極
め
な
が
ら
若
い

世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
で
す

ね
。

横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

野
口
和
喜
子

1面で紹介したように、この1年、日本と中国のYWCAがお互いの
理解を深め、平和な未来を築くために交流を深めてきました。

天津YWCAにて

上海にて

名
前
が
並
ん
で
い
る
の
が
ま
っ
す
ぐ

目
に
入
っ
た
。
初
め
に 
父 
� 
 　
 
（
父

フ
ー 
チ
ン

親
）
と
あ
り
、
後
に
女
・
女
・
女
・

女
・
女
と
続
く
。
何
家
族
も
、
何
家

族
も
。
そ
の
最
期
を
思
い
、
加
害
の

国
の
人
間
で
あ
る
こ
と
に
胃
が
痛
み

出
し
、
後
の
展
示
を
十
分
受
け
止
め

ら
れ
た
か
ど
う
か
自
信
が
な
い
。

　

記
念
館
の
外
に
出
る
と
和
平
と
書

か
れ
た
母
子
の
白
い
像
＝
１
面
写
真

＝
が
あ
る
、
開
け
た
美
し
い
場
所
が

あ
っ
た
。
私
た
ち
は
す
で
に
献
花
し

た
場
所
で
参
加
者
全
員
で
写
真
を

撮
っ
て
い
た
が
「
過
去
の
前
で
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。
未
来
の
前
で
も
写

真
を
撮
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
�
�

曙
南
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事
補
佐
の
言

葉
で
痛
み
が
少
し
和
ら
い
だ
心
地
が

し
た
。

　

限
ら
れ
た
字
数
で
は
と
て
も
伝
え

き
れ
な
い
。
旅
の
参
加
者
か
ら
話
を

ジ
ャ
オ
ド
ン

シ
ュ
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　「赦し」と聞くと何か特別なことのように思えるかもしれませんが、人

間関係がある所ではどこでも、私たちはこの「赦し」を日々体験しながら

生きているのではないでしょうか？　時々、赦せない人や赦せない事柄に

出くわしたとき、私自身、どれだけ多く赦されて生きてきたのかを思い出

します。そして感謝が込み上げてくると赦せる心が生まれてくるのです。

「赦し」は私たちを過去から解放し、人生に新しい希望の光をもたらしま

す。春はもうすぐ。小さなつぼみが開くように、赦しと愛の花が世界中の

人々の心に咲きますように。 彩ノエル（田坂彩子）

（東京YWCA会員／現在、ロサンゼルスのVineyard X-Treme教会にて牧師

研修中）

横浜英和女学院中学校・高等学校

　私たち横浜英和のYWCAは、中高あわせて３９人で活動をしてい

ます。主に手話教室や点字教室を行います。今年度の手話教室では

講師の先生をお招きして、簡単な自己紹介とZARDの有名な曲「負

けないで」を手話で表現できるよう教えていただきました。

　他には学校周辺のゴミ拾いや、月１回の老人ホーム訪問などの活

動もしています。この老人ホームでは、クリスマス会を合同で行い、

私たちからはハンドベルの演奏と、手作りのプレゼントとカードを

お配りして、楽しい一時を共に過ごします。

　夏休みには他校の中高YWCAの人たちと一緒にカンファレンス

という宿泊行事に参加しています。毎年、福祉や平和に関連してい

るテーマについて学び、交流をもちます。１月にはリユニオンがあ

り、再会を喜びます。

　また、年に１度全校に呼びかけて開催している福祉教室では、毎

年違ったテーマのもと、講師の先生のお話を聞かせていただきます。

今年は日本YWCAの方に来ていただいて、世界YWCAの活動につ

いて学びました。中高YWCAとして活動していても、世界の

YWCAの活動を知っている部員は多くありません。私もその中の

１人だったので、より自分がYWCAの一員であることに誇りを持

つようになりました。

　これからも中高YWCA

の伝統を守りつつ、活動

を続けていきたいと思っ

ています。

横浜英和女学院　　  

中高YWCA部長　　  

須藤聡実（高校２年）

所在地：横浜市南区蒔田町124
TEL：045・731・2862

　日本･アラブ女性交流プログラムは、ヨルダンのバスマ王女の提案により９６年に２国間でスター

ト。その後エジプト・パレスチナが加わり、現在にいたっている。「国連NGO国内婦人委員会（※

註）」がその実施を外務省から委託され、加盟団体の持ち回りで派遣（秋）と受け入れ（冬）が行

われている。今年度はYWCAがこの担当に当たり、「女性と社会教育」をテーマに交流を実施した。

※国連NGO国内婦人委員会とは……国連・経済社会理事会に諮問的地位をもつ国際団体に連なる

国内１０の女性団体が参加。国連総会への日本政府代表団に、毎年女性代表を送り出している。
　

■派遣
　０７年１０月１９日～２７日、エジプト･パレスチナ・ヨルダンを訪問。石井摩耶子日本YWCA会長を団

長に、同国内委員会の江尻美穂子委員長（東京YWCA会員）、雀部真理（大阪YWCA会員）の３名

が、「女性と社会教育」に関する発題を携えて出かけた。各国正味２日ずつの日程で、行く先々で

意見交換会・交流会をこなし、さらにYWCAも訪ねるという強行軍。エジプトに行きながらピラ

ミッドも見られない悲哀も味わいつつ、豊かな出会いに恵まれた。

　エジプトでは、３人の女性が学生時代に始めたという「女性と社会協会」の活動に感銘を受けた。

貧困地区での識字教育から、女性への小口融資、さらには女性のためのクリニックへ。個人の「想

い」がどんどん力を得て輪を広げていく地道なパワー。参加体験を語る女性たちの表情は眩しいほ

どであった。

　パレスチナでは、まず自治政府女性省副大臣（女性）を表敬。あいさつの冒頭「独立国家の樹立

を望む」との言葉に、襟を正される思いがした。次に表敬したラマラ市長は、大きな市では初めて

という女性市長。ゆったりおおらかな雰囲気の中、イスラエル占領下にある問題やビジョンを語っ

てくださった。草の根グループ「女性センター」では、オリーブ農民の女性たちが、ジェンダー・

意思決定・政治参画・手芸・法律・コンピュータなどのコースを意欲的に受講し、自ら力をつけて

いる様子に感銘。ここでは全員が伝統的なベール姿であったが、見かけは保守的でも中味はバリバ

リ変革を実践する姿に元気をもらった。リーダーの方は、逮捕･拘禁されて前の活動をやめざるを

得なかった経験をもつ。厳しい中でこそ身につけられた凛とした穏やかさが素敵だった。

　ヨルダンではまず、女性の酪農品生産や縫製のプロジェクトを見学。翌日には社会開発大臣を表

敬して、国家の「戦略的開発計画」を伺った。軍人出身である大臣（男性）が自らの言葉で熱意を

もって女性施策を語られたのが印象的であった。

　３カ国でYWCAを訪ね、初めて行ってもなぜか懐かしいYWCAの温かさに心和んだ。
　

■受け入れ
　１月２６日（土）～２月２日（土）、同じ３国から１人ずつの代表を迎えた。東京･大阪で公開シン

ポジウムと表敬訪問や交流行事を行い、途中京都では平和ミュージアムも見学した。エジプトのラ

ガアさんは国家母子評議会という政府系の機関を代表して、ヨルダンのナフラさんは全国女性総連

盟を代表して、そしてパレスチナのマハさんはラマラYWCA副会長。それぞれが「社会教育」の

テーマで発題されたが、特にマハさんが語ってくれたパレスチナの現状が、聞く人の心に最も響い

たのではないかと思う。国際団体に連なっている恩恵を身近に感じられた、忙しくも刺激的な１週

間であった。 大阪YWCA　 雀部 真理
ささべ

＊詳しくは、報告書（３月末日発行予定）をご覧下さい。

東京でのシンポジウム（０８年１月２７日）

０７年１０月パレスチナのベイトアナンの女性センターにて


